講演会
テーマ：アジア共同体、北東アジア局部地域と日中露
講師：吉田　進　公益財団法人　環日本海経済研究所名誉研究員、元理事長
日時：2013年7月23日（火）13：00－14：30
会場：早稲田大学大学院アジア太平洋研究科　19号館　3階　313教室
主催：早稲田大学アジア太平洋研究センター・東アジア地域研究部会
共催：早稲田大学中華経済研究所
世話人：林華生　早稲田大学大学院アジア太平洋研究科教授
講師の略歴：

1935年1月6日生まれ。1958年中国遼寧大学卒業。1958年　日本国際貿易促進協会、1967年　日商岩井株式会社（モスコー駐在員事務所長、専務取締役）、1997年財団法人環日本海経済研究所（所長・理事長）等団体、商社と研究所を経験した。名誉経済博士（ロシア科学アカデミー極東経済研究所）、2010年外務大臣表彰を受ける。公職では、日ロ経済委員会極東部会部会長、経済同友会幹事を務めた。現在北東アジア経済委員会委員長、日ロフォーラム21運営委員、日中東北開発協会副会長、日中経済協会評議員、日露医学・医療交流財団理事、北東アジア研究交流ネットワーク副代表幹事、北東アジア輸送回廊ネットワーク副会長。中国哈爾濱学院、吉林大学、貿易経済発展大学等の客員教授。

講演の要旨：
ヨーロッパ経済が後退する中で、アジアが世界経済の牽引車となっている。その中心にあるのがAＳＥＡＮ10 カ国と中国、韓国、日本の連合だ。ＡＳＥＡＮ10カ国は、2015年にアシア共同体を成立させようとしている。
中国、韓国、日本、ロシア、モンゴルと北朝鮮は、北東アジア局部経済圏を構成している。この地域でも経済共同体形成という動きが、UNDP提唱による大図們江開発計画を中心に進んできたが、朝鮮半島の不安定が大きな原因となって、停滞気味だった。
最近では、日本と中国の間では尖閣諸島問題、日韓の間では竹島問題がクローズアップされ、経済協力が後退したように見えるが、日中韓三か国間のFTA協定交渉は、底辺で進捗している。また日露間では、平和条約締結の機運が高まり、経済協力が大きく進展する見通しである。さてこの地域は今後どのように発展していくのであろうか？
＜来聴歓迎＞
